
此
の
趣
化
は
余
が

end
o
cerOid
"
P

i
l
o

ceroid
の
場
合
に
述
べ
た
る
と
同
様
'
群
泳
可
能
の
生
活
よ
-
純
底
棲
個

旬
の
壁
活

へ
の
唾
化
で
あ
っ
て

､T
e
i

ch
er
t
の
言
ふ
所
と
は
逆
の
方
向
の
習
性
麹
化
堅
ポ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
之

を
要
す
る
に

o
r
thoceTOid"
steT
eOPtaSm
OCerOid,
actinoceroid
の
三
群
は
第

一
の
も
の
む
根
幹
と
L
t
第
二

第
三
の
79
の
が
分
化
し
た

.
前
者
が
先
づ

'
介
穀
を
丈
夫
に
し
様
と
試
み
た
に
反
し
て
筋
三
の
も
の
は
之
に
対
し

て

腔
管
内
の
担
化
よ
-
舘
を
教
し
て
.
底
棲
庄
活

へ
と
順
臆
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
｡
(
未
完
)

長

野

嚇

野

蓮

山

原

に

放

け

る

象

薗

北

石

と
其

の
地

層

に
就

い
て

井

出

淳

一

長
野
嘱
南
佐
久
郡
は
千
曲
川
を
境
と
し
て
地
質
上
著

し
い
差
異
が
あ
る
｡
即
ち
東
側
に
於
七
は
､
海
瀬
柑
以

南
は
､
所
謂
秩
父
山
塊
の
西
北
規
で
有
配
地
層
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
北
は
概
ね
光
触
火
山
の
熔
岩

毒
地
で
あ
る
｡
叉
其
の
両

側
は
八
ヶ
岳
立
科
火
山
条
が

あ
っ
て
'
其
脚
下
に
は
千
曲
樹
の
S磯
連
を
見
る
の
で
あ

長
野
鵬
野
塩
山
城
に
於
け
る
貌
僻
化
桁
と
非
の
地
盟
に
就

い
て

る0該
千
曲
静
中
か
ら
は
去
る
大
正
十
四
年
は

E
tep
h
a
s

ir
og
o邑
h
er
ii
Po
h
tig
.(
地
撃
難
註
解
四
七
二
淑
)
を
畑

入
相

よ多
数
掘
L

t

更
に
又
之
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
何
年

か
以
前
に

｢
草
履
の
化
石
｣
か
と
云
は
れ
で
､
所
減
せ

ら
れ
て
居
っ
た
t

E
lep
h
a
s
詩
a
m
a
d
icu
s
n
a
u

wiann
i

]](l

三
九



地

節
二
十
:<
懲

第 岡

野遠州Il;iA:地よT)珪糾された Etcpha日 印lTladtcIL.1
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姉

川
班

二全

円

○

然
る
に
昨
附
加
九
年
十
月
頃
満
作
久
郡
市
吸
付
粘
ノ

∩
部
非
か
ら
'
野
遊
H
i
s.毒
地
に
油
ず
る
牒
道
側
に
於

で
'
別
葉
馬
具
に
示
す
は
な
象
倍
化
巾
の
破
片
が
､
応

見
澗
適
所
氏
(
並
野
際
工
火
)
に
よ
っ
て
准
拙

さ
=
'
鬼

後
南
牧
小
学
校
職
=日
か
ら
箔
者
に
示
さ
れ
LJ
も
の
で
あ

M

ak
･
(地
坪
緋
,小
心
第
.[九
〇
六
批
)
が

丹
野
付
利
清
か
ら

瑚

は
れ
'
虹
に
北
作
久
恥
桁
御
吸
付

か
ら
川
士
L
LJ象

噛

化
和
も
､
川
和
な
る
恥
が
明
に
r
,
れ
'
之
等
は
八
木

{
=(助
氏
に
依
っ
て
前
紀
の
叔
父
に
放

て
火
々
聴
滋
ruれ

ノし
店
る
0

節 岡

節一欄 摂イこの州 llq 上鰍 工岨研耐
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▲ ll

る

0今
回
之
机
が
農
圭
を
な
す
もこ
嘗
4
'
憩
切

な

る
軸
椎
導
榊
助
言
A
J畑
-
L
t
京
大
小
川

博

士
'
棟
=
博
士
'
東
京
高
鮮
藤
本
軟
度
及

し ･Li._ゝ11-IJJi=

曇
野
徽
野
義
山
鼻
に
放
け
i
象
■
他
石
と
集
○
義
賞
革
霊
.〟
て

I.8
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.i.)･]

ド

t
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地

球

筋

二
十
五
容

び
八
木
飯
田
高
東
棟
長
は
勤
し
.
碓
ん
で
戚
謝
の
悪
を

衷
す
る
も
の
で
あ
る
｡

該
象
薗
化
石
は
挿
入
地
間
中

×
印
の
あ
る
概
高

一
一

五
〇
米
内
外
の
塵
か
ら
磯
掘
し
た
も
の
で
､
畑
入
相
の

磯
掘
地
は
此
し
.
南
方
直
穫

一
六
粁
を
隔
て
上
二
五
〇

来
程
苗
-
､
又
窟
野
村
祁
潜
に
封
し
て
は
約
二
九
肝
を

隔
て
～
約
五
〇
〇
米
内
外
の
高
所
で
､
更
に
北
佐
久
郡

商
御
牧
村
の
も
の
に
此
し
て
は
､
約
三

一
粁
を
隔
て
～

匹
八
五
兼
7g
の
高
所
で
あ
る
｡

京
大
横
山
博
士
は
此
の
歯
を

E
lep
h
a
s
n
a
m
a
d
icu
s

n
a
u
m
a
n
n
i
民
ak
,
ほ
儀
す
る
も
の
と
考

へ
得
べ
L
と

言
は
れ
ね
｡
相
接
部
だ
け
在
る
､
二
筒
の
小
破
片
化
石

は
十
分
在
る
判
足
は
下
し
稗
ざ
る
も

P
rim
ig
e
nius
系

で
あ
る
蔵
に
児
う
け
ら
れ
る
鮎
が
あ
る
と
簡
か
れ
た
｡

本
地
方
に
於
て
は
千
曲
暦
中
に
既
に
二
系
統
の
象
が

知
ら
れ
､
今
回
は
史
に
野
蓮
山
原
養
地
の
略
同

一
地
鮎

に
於
で
､
種
々
の
象
薗
化
石
の
磯
掘
さ
れ
た
の
は
興
味

洗
い
も
の
が
あ
る
｡

I
p
象
歯
の
形
態

髄
倒
挑

売

出

四

二

A
､
歯
冠
の
過
準
は
敏
損
し
居
る
も
'
竣
春
の
部
分

か
ら
見
る
時
は
､
短
冊
形
を
な
し
て
居
る
.
瑞
郷
質
の

稜
懐
は
四
箇
あ
る
も
､
明
瞭
な
79
の
は
三
箇
の
み
｡
其

の
瑞
郷
質
の
厚
さ
は
､
何
れ
も
二
種
で
あ
る
｡
蚤
臆
は

波
束
褐
色
で
あ
る
が
衷
衝
に
は
光
輝
が
あ
ヵ
瑞
瑚
質
の

断
面
は
.
小
摺
曲
の
小
刻
を
有
し
､
菱
形
を
夜
し
中
凹
状

で
あ
る
｡
岨
噂
面
に
は
症
状
の
も
の
は
更
に
を
-
､
寧

ろ
朝
督
磨
滅
し
て
居
る
か
の
如
-
に
見
え
る
O
故
に
南

御
牧
村
八
幡
産
の
79
の
ほ
比
較
す
れ
ば
､
稜
確
聞
は
間

隙
夜
-
'
可
成
-
密
接
し
て
居
る
O
然
し
形
態
か
ら
し

て
若
齢
の
も
の
た
る
は
疑
弘
が
な
い
｡
左
右
何
れ
か
は

不
明
で
あ
る
が
､
下
顎
異
臼
歯
た
る
革
は
明
で
あ
る
｡

長
さ

五
〇
邦
､
幅

五
〇
種
､
高
さ

八
〇
粍
'

稜
修
数
､
磯
春
の
も
の
四

稜
櫨
平
均
厚
さ

〓
1･五
粍

Eq
､
象
歯
二
稜
健
闘
を
中
心
と
し
イ上
7稜
懐
の
各

一

片
づ
つ
の
残
春
せ
る
79
の

臓

五
二
粍
'
高
n
､

一
〇
二
粍

敢
瑚
質
の
厚
さ

二
耗



色
光
串
等
は
大
檀
A
点
本
暮こ
近
似
し

て居
る
｡

C
象
歯

1
凄
催
片
で
歯
叔
部
の
大
平
は
散
現
し
て
居

る
0幅

五
七
托
､
高
さ

七
〇
粍

後
備
の
厚
n

七
粍

歯
冠
部
は
中
央
部
左
右
と
三
つ
に
頼
れ
て
'
局
卒
現
状

を
な
し
中
央
に
凹
ん
で
居
る
.
我
坤
質
断
面
の
河
曲
の

小
刻
は
前
記
二
億
本
に
比
較
し
て
少
な
い
.

A
B
C
の
各
模
本
に
は
何
等
連
繋
を
い
も
の
と
藤
め

ら
れ
る
0

其
地
象
歯
の
小
破
片
七
佃
あ
る
も
､
何
れ
も
共
の
問

に
連
繋
は
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
.

二
'
嚢
楓
畿
肘
妃
の
地
形

ソ
▼ゾ
へ

南
牧
村
海
ノ
口
部
落
は
､
千
曲
川
と
軸
添
川
の
合
流

地
卦
の
南
に
位
置
す
る
も
､
部
落
南
方
に
は
野
連
山
原

な
る
基
地
が
あ
る
｡
海
ノ
口
部
落
の
大
牢
は
'
該
墓
地

北
方
の
崖
錐
地
上
古こ
あ
る
｡
海
ノ
口
か
ら
北
方
約
四
粁

で
海
尻
部
落
に
至

る
が
､
此
の
問
の
千
曲
川
河
床
は
極

め
て
平
坦
で
小
畑

礎
の
堆
積
が
殊
_こ
甚
し
-
､
見
鞍
上

長
野
鴫
野
義
山
嘉
に
於
け
N>
鼻
徽
傭
石
と
輿
の

嶋
雷
広
義
.i
て

第 五 PI 嚢貞義(ノ､ンヤーの位t)t示す｡



地

球

節
二
十
玉
谷

千
曲
川
の
上
流
と
は
恩

へ
ぬ
輩
若
い
｡
鯨
尻
部
落
か
ら

北
方
は
回
春
し
其
の
下
刻
淀
蝕
は
頗
る
盛
ん
で
あ
る
｡

由
来
此
の
地
域
は
故
山
崎
博
士
の
所
謂
千
曲
川
断
層

地
帯
で
は
あ
る
が
､
天
狗
岳
等
か
ら
の
火
山
岩
層

(
小

川
博
士
は
よ
れ
ば
水
成
漂
士
)
に
よ
っ

t･)千
曲
川
を
堰

塞
し
た
為
に
p
之
に
一
大
潮
を
泣
き
復
党
に
千
曲
川
の

浸
蝕
は
よ
っ
て
化
石
湖
と
在
つ
LJ
も
の
で
あ
る
｡

聾
者
は
本
郡
の
千
曲
川
流
路
は
放
て
か
-･
る
化
石
潮

第

六

間

節
四
舵

二
条

四
四

五
箇
を
諌
め
て
居
る
が
､
海
ノ
口
海
尻
問
の
湖
丑
は
上

流
よ
-
第
二
に
歯
る
も
の
で
あ
る
｡
相
和
添
川
千
曲
川

の
合
流
地
瓢
の
南
側
は
諏
訪
山
在
る
一
小
丘
が
陀
立
し

て
居
る
が
之
は
千
曲
川
断
層
中
に
裁
っ
た

1
小
地
盛
で

あ
る
〇
三
､
地

膚

諏
訪
山
の
敢
底
部
か
ら
野
連
山
原
養
地
に
至
る
地
層

の
粒
状
断
面
園
を
耶
せ
ば
左
の
通
わ
で
あ
る
｡

常連J7舶 凪綿北細 野席次幽 旬

･嘩Ii

耶変やrJ雛伽藍･坤

火Ji岩JB

編 成 ,

'･:-:;
紫色拙 宅棚
(%化も原島)

鋤 錐 建

硬夕姥卜離鼻骨

二

二

〒

≠

十

十

二

二



相
千
曲
川
河
床
よ
-
累
健
を
概
観
す
る
と

1.

枚
砂
岩
と
貫
岩
と
の
互
静

従
来
秩
父
古
珪
厨
と
云
は
れ
て
屠
る
が
化
石
な
-
確
言

は
山
楽
な

い
｡
敢
近
藤
本
教
授
は
中
低
層
の
疑
弘
が
多

分
に
あ
る
と
見
て
居
ら
れ
る
｡
枇
砂
岩
の
走
向
北
二
十

度
束
'
傾
斜
東
南
三
十
庇
'
厚
さ
正
米
飴
で
あ
る
｡

2
.

基
塊
貿
凝
次
岩

安
山
岩
の
固
灘
を
含
み
直
種
の
最
大
な
る
も
の
は
七
十

糎
内
外
あ
る
｡
金
牌
骨
鋤
色
で
あ
る
が
局
部
的
に
は
黄

褐
色
を
な
す
所
も
あ
る
｡
各
層
四
兼
敏
も
あ
る
も
偶
暦

を
な
し
て
を
る
部
分
も
あ
る
｡
前
程
の
槻
砂
岩
葺
岩
の

互
静
に
封
し
て
は
不
整
合
に
被
ふ
て
屠
る
｡

3
.

凝
衣
贋
基
塊
岩

安
山
岩
の
圃
角
磯
を
含
み
昔
褐
色
或
は
昔
黒
衣
色
で
比

較
的
脆

い
｡
厚

さ
八
十
光
内
外
あ
る
｡
本
地
暦
は
前
記

靖
二
千
-;
化
石
湖
中
に
堆
積
し
た
火
山
次
'
僅
荊

｢
ナ

メ
暦
｣
な
る
79
の
に
被
撹
せ
ら
れ
て
屠
る
所
が
あ
る
｡

4.

謀
色
凝
次
男
砂
塵
健

二
-
七
糎
の
圃
機

(
貴
職
石
･石
英
斑
岩
｡流
紋
岩

･
豊

長
野
鵬
野
･7.1竹城
山
城
に
於
け
る
貌
僻
化
石
と
非

の
他
部
に
就

い
て

雲
母
花
園
岩
･角
岩
･粘
板
岩
)
で
又
輝
石
の
結
晶
を
含

ん
で
居
-
厚
r
u約
二
米
あ
る
.
象
歯
化
石
は
木
簡
中

か

ら
磯
掘

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
繭
本
瀞
中
に
は
慣
静
の

部
分
が
あ
る
｡

5.
火
山
岩
層

褐
色
を
昔
ん
で
二
-
五
糎
の
浮
石
か
ら
在
っ
て
屠
る
｡

厚
さ

一
光
錫
.

6
.

凝
次
褒
賞
岩

厚

さ
○
｡
入
内
外
で
直
径
七
粒
内
外
の
木
幹
の
化
石
及

豆
次
石
状
の
種
二
糎
飴
の
図
心
環
状
の
印
痕
HLJ見
る
.

走
向
北
二
十
度
酉
'
傾
斜
は
酉
三
-
四
度
な
る
も
叉
殆

ど
水
平
の
部
分
79
あ
る
｡

7

.

砂

磯

暦

下
部
は
砂
暦
で
上
部
は
二
-
七
糎
.の
機
静
と
な
る
O
磯

は
安
山
岩

･
改
構
貿
安
山
岩

･
流
紋
岩

｡
蓑
雲
母
載
厨

岩

｡
視
砂
岩

･
種
岩
で
厚
さ

一
･
五
米
内
外
あ
る
含
水

厨
で
あ
る
｡

8
.凝
衆
贋
泥
土
暦

厚
さ
〇

･
正
米
内
外
あ
る
が
黄
赫
色
と
次
白
色
の
粘
土

二八
七

川
北



地

球

鮮

二
十
就
雀

と
の
互
圏
で
概
ね
三
種
以
内
の
縞
状
む
を
し
､
歳
珂
粘

土
の
如
き
観
を
な
し
て
居
る
｡

9
.

細

砂

暦

二
米

内
外

あ

る

｡

10

火
山
岩
層

友
白
色
を
な
し
時
に
或
は
黒
褐
色
を
覆
し
て
居
る
.
下

部
の
7g
の
は
中
粒
安
山
岩
塊
を
含
み
'
上
部
に
於
で
は

六
十
糎
内
外
と
在
る
｡
厚
n
二
十
水
飴
｡

11
砂
塵
厨
と
凝
次
貿
頁
岩
の
互
骨

原
ru四
米
飴
｡
七
糎
内
外
の
凝
衣
感
賞
岩
の
薄
層
改
暦

あ
る
｡
12

磯

暦

主
と
し
て
安
山
岩
の
圏
磯
で
政
経
の
大
在
る
も
の
は

一

光
飴
も
あ
る
波
状
の
沈
積
で
厚
さ
は
不
同
で
あ
る
が
十

TrTI北米
に
も
及
ぶ
朗
が
あ
る
｡

13

亦

土

層

亦
褐
色
で
厚
さ
十
八
米
内
外
あ
る
｡
樫
高

二
二
〇
〇
米

内
外
の
地
鮎
に
至
る
と
火
山
岩
層
或
は
横
岳

･
八
ヶ
岳

等
か
ら
樽
許
し
た
､
安
山
岩
の
角
趣
に
被
覆
せ
ら
れ
て

鉾

田

雛

二
八
八

四
六

居
る
｡
地
表
に
露
出
し
て
居
る
朗
は
淀
蝕
を
受
け
て
波

状
を
量
し
幼
年
期
の
地
形
で
あ
る
｡
市
場
附
進
は
於
で

本
地
暦
に
掘
塵
し
た
井
月
は
盛
夏
に
は
仝
-
洞
渇
す
る

も
商
圏
迄
掘
巌
し
た
も
の
は
渦
水
な
し
と

の
革

で

あ

る
｡
以
上
の
中
赤
土
暦
は
金
-
墨
中
堆
積
で
あ
る
が
磯

膚
以
下
は
水
中
沈
澱
物
で
あ
る
｡

14.

火
山
岩
鷹

野
遊
山
原
義
地
上
に
は
八
ヶ
岳
等
よ
カ
の
火
山
岩
膚
の

堆
積
に
よ
っ
て
其
の
間
の
閏
地
は

7
時
瀦
水
L
t
後
其

の
決
壊
に
よ
っ
て
糧
地
或
は
化
石
湖
と
在
っ
た
所
が
極

め
て
多

い
.
板
橋
部
落
を
兼
流
す
る
粧
橋
川
の
支
流
､

小
成
橋
川
北
岸
は
あ
る
'
カ

へ
デ
､

コ
ゴ
メ
ヤ
ナ
ギ
.

ヒ
メ
コ
マ
ツ
､
サ
ン
シ
ュ
ユ
等
の
骨
化
石
地
暦
は
即
ち

赤
褐
色
を
覆
し
浮
石
を
含
む
火
山
岩
府
の
水
中
沈
澱
物

で
あ
る
○

厚
n
は
不
同
を
る
も
二
光
内
外
あ
ら
ん
か
｡

野
遊
山
原
義
地
の
構
成
は
以
上
の
如

き
状
態
で
あ
る
が

史
に
之
を
立
科
山
東
北
麓
に
按
摂
す

る
御
牧
原
瓜
生
坂

等
の
千
曲
膚
と
比
較
す
れ
ば
又
大
隠
は
於
で
封
此
し
稗



る
基
底
と
見
ら
れ
る
｡
(
義
)

ヂ

ャ

バ

の

霧

三

系

鐸

者

の

序

常
務
は
昭
利
十
%
三
月
か

ら
三
ケ
月

竺
且
っ
て
本
能
上
に

｢
ボ
ル
ネ

オ
の
齢
三
弟
と
越
し
て

L
e
id
isch
e

A
le
d
乳
e
e
lin.
鞘
e
n
.

D
e
e
1
V
'

)
9
･En

に
鵡
舶
p
,
れ
た

W
･
T
J
e

up
O]d
a
n
d

L

.
M

.
V
a
TI
i
)e
r

V
lerk
嗣
氏
の
榊
徹
印
鑑
の
節
三
系
に
肺
す
る
諭
文
中

の

ボ
ル
ネオ

に
納
す
る
部
分
だ
け
を
舶
誰
如
介
し
た
こ
と
が
あ
る
O
今
桝
は
満
氏

の
同
諭
文
中

の
ヂ
ヤ
バ
に
槻
す
る
部
分
だ

け
を
榊
館
す
る
こ
と
に
し

た
O
総
て
地
併
時
代
隅
分

の
概
聯
噂
に
就
て
は
ボ
ル
ネ
オ
の
鮮
三
系

を
参
=～
:さ
れ
.た
い
O
和
し
て
比
の
魚
に
封
す
る
臼
的
新
に
評
者

の
悪

政
郷
に
放
て
は
前
相
の
序
文
の
滋
野

で
あ
る
か
ら
滋
に
は
敢
て
賛
せ

ぬ
こ
と
に
し
た
｡

榊
は
前
回
同
株
'
本
文
に
は
地
相
の
添
付
な
き
た
め
､
本
文
油
紙
に

必
鮮
な
地
名

の
邦
判
せ
る
も
め
は
凡
て
記
入
し
'
他
の
二
三
地
質
樹

漁
に
本
文
を
容
粧
し
て
郎
暮
し
た
ヂ
ヤ
バ
公
聴

の
地
濫
略
脚
数
添
付

ヂ
ヤ
パ
の
解
三
系

大

村

7

戒

す
る
こ
と
に
し
た
0

7pL下
部
第
三
系

デ
ヤ
F'rl
島
に
於
け
る
下
部
第
三
系
の
露
出
地
は
'
西

部
及
び
中
央
の
地
紋
的
狭
小
攻
囲
域
に
限
定
誤
れ

て屠

る
0閣
部
露
出
地
は
､
本
島
の
関
南
隅
ほ
し
で
'バ
ン
タ
ム

B
an
ta
m

州
の
南
部
及
び
プ

リ
ア
ン
ガ
ン

P
Tian
g
a
n

州
の
閣
都
に
股
が
る
'
印
度
洋
は
治
ふ

山
群
の
置
域
で

あ
る
｡
而
し
て
之
等
褐
城
中
､
放
下
邦
題
瀞
の
鰐
机
せ

る
部
分
は
､

プ
リ

ア
ン
ガ

ン
州
の
閣
南
船

に
近

さ

デ

ィ
･
レ

ッ
ク

T
ij
L
eto
e
糖

の
幣
窪
で
あ
る
｡
此
の
郡

元

九

四
七


